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巻 頭 言

矢板市長

齋藤　淳一郎　

本
年
２
月
末
現
在
、
矢
板
市
の
人
口
あ
た

り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
（
累

計
）
は
、
県
内
市
町
の
中
で
も
少
な
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
本
年
に
入
っ
て
か
ら
感
染

者
数
が
急
増
し
、
昨
年
末
に
87
人
だ
っ
た
感

染
者
数
は
、
現
在
３
３
７
人
に
達
し
て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
あ
た
り
、
市
文
化
会
館
に
県
内
有
数
の
規

模
と
な
る
集
団
接
種
会
場
を
設
け
、
１
日
あ

た
り
最
大
８
４
０
人
に
接
種
可
能
な
体
制
を

整
備
し
た
ほ
か
、
県
営
と
ち
ぎ
ワ
ク
チ
ン
接

種
セ
ン
タ
ー
の
県
北
会
場
を
市
内
に
設
け
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
に
一
層

の
便
宜
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中

で
、「
命
を
守
る
」「
経
済
を
復
興
す
る
」「
学

び
を
取
り
戻
す
」
の
３
つ
を
基
本
方
向
と
す

る
、
市
独
自
の
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
矢
板
創

生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
感
染
症
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
と
、
本
市
に
お
け
る
地
方
創

生「
矢
板
創
生
」の
実
現
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
30

年
度
の
医
療
保
険
制
度
改
革
に
伴
い
、
本
市

国
民
健
康
保
険
も
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
に

移
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
度
か
ら
は
、

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針（
第
２
期
）

に
基
づ
き
、
県
と
市
町
と
の
間
で
、
保
険
税

水
準
の
統
一
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
収
納

率
の
一
層
の
向
上
等
を
通
じ
て
収
入
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、「
矢
板
市
国
民
健
康
保

険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に
基
づ
く
医
療
費

適
正
化
事
業
の
着
実
な
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
医
療
費
適
正
化
の
取
組
と
し
ま

し
て
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
各
種
健
診
を
５

０
０
円
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
ワ
ン
コ

イ
ン
健
診
」
を
開
始
し
、
特
定
健
診
受
診
率

を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
ほ
か
、
平
成
30
年
度

か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
の
歩
数
の
積
み
重
ね

や
健
康
教
室
の
参
加
な
ど
で
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
て
も
ら
い
、
ま
た
健
康
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
、「
や
い
た
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

１
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り
１
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト

を
参
加
者
に
交
付
し
、
１
人
あ
た
り
年
間
最

大
１
０
，
０
０
０
円
相
当
ま
で
を
市
内
中
小

事
業
所
で
利
用
で
き
る
商
品
券
な
ど
と
交
換

で
き
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
に
御
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
事
業
と
合
わ
せ

て
開
設
さ
れ
た
「
ま
ち
な
か
保
健
室
」
も
、

市
民
の
皆
様
に
は
大
好
評
で
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
こ
う
し

た
取
組
を
市
民
総
ぐ
る
み
で
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
、
栃
木
の
国
保
の
安
定
運
営
に
貢
献

し
て
い
く
と
と
も
に
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」

を
見
据
え
、
市
民
一
人
一
人
の
健
康
寿
命
を

少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
決
意
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

矢
板
市
民
の
健
康
づ
く
り
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り
巻
く
環
境
は
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保

障
費
の
増
加
、
就
業
構
造
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
国
保
の
制
度
改
正
に
よ

る
財
政
支
援
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
、

厳
し
く
か
つ
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
が
進
め

る
審
査
支
払
機
関
改
革
の
実
施
に
向

け
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
審
査
支

払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」
に

基
づ
き
、
国
保
連
合
会
と
支
払
基
金

に
お
い
て
は
、
審
査
結
果
の
不
合
理

な
差
異
の
解
消
に
向
け
、
審
査
基
準

の
原
則
全
国
統
一
、
整
合
的
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
シ

ス
テ
ム
の
整
合
的
か
つ
効
率
的
な
在

り
方
に
係
る
対
応
と
し
て
、
令
和
６

年
度
に
は
受
付
領
域
の
共
同
利
用
や

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
、

令
和
３
年
度
本
会
通
常
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
令
和
４
年
２
月
22
日

（
火
）
付
け
、
書
面
に
て
開
催
さ

れ
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

承
認本

総
会
で
は
、
報
告
事
項
２
件

と
議
決
事
項
21
件
な
ど
を
厳
正
に

審
議
し
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
栃
木
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医

療
保
険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担

い
、
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健

康
の
保
持
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
保
制
度
を
取

令
和
８
年
度
に
は
審
査
領
域
の
共
同

利
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
更

改
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
財
源
の
確
保
が
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
誰
も

が
安
心
で
き
る
全
世
代
型
社
会
保

障
制
度
の
構
築
の
た
め
、
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
し
、
生
涯

現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

の
推
進
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

骨
太
方
針
２
０
２
１
に
お
い
て
は

医
療
費
適
正
化
計
画
の
見
直
し
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
者
で
は

予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
国
保
連
合
会
に
お
い
て
も
国

保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
各
種
デ
ー
タ
提
供

等
の
支
援
、
デ
ー
タ
分
析
業
務
な

ど
に
よ
る
保
険
者
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、

経
費
削
減
に
努
め
な
が
ら
計
画

的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
専
門
知
識

等
を
有
す
る
人
材
の
育
成
や
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど

の
事
業
運
営
基
盤
を
強
化
し
た

う
え
で
、
将
来
に
わ
た
り
保
険

者
の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し

て
の
役
割
と
使
命
を
果
た
す
こ

と
を
念
頭
に
、
国
民
健
康
保
険

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
並
び
に

介
護
給
付
費
、
障
害
介
護
給
付

費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・

強
化
を
は
じ
め
、
各
種
シ
ス
テ

ム
の
安
定
的
な
運
用
、
共
同
事
業

の
効
率
的
推
進
、
保
健
事
業
の
支

援
強
化
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
事

事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

令
和
３
年
度
　
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
　
通
常
総
会

令
和
３
年
度
　
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
　
通
常
総
会
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業
の
安
定
運
営
の
確
保
に
向
け
て
、

保
険
者
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
よ
り
一
層
の
適

正
な
事
業
運
営
と
更
な
る
保
険
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
の
事

業
計
画
は
、
保
険
者
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
国
保
連
合
会
を
目
指
し

て
い
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
重

点
目
標
及
び
そ
の
取
り
組
み
方
針

を
定
め
、
そ
の
企
画
・
運
営
・
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
保
険
者

の
満
足
度
を
高
め
る
工
夫
、
価
値

あ
る
情
報
の
提
供
な
ど
に
留
意
し

な
が
ら
保
険
者
の
期
待
に
沿
っ

た
成
果
を
あ
げ
、
負
託
に
応
え

る
も
の
と
す
る
。

２　

重
点
目
標

(1)
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

運
営

保
険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し

た
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
に
向

け
た
事
業
・
運
動
の
展
開

(2)
成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報

酬
審
査
支
払
事
業
等
の
展
開

審
査
支
払
機
関
改
革
へ
の
対
応

及
び
効
率
的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体

制
の
整
備
・
審
査
精
度
の
向
上
並

び
に
審
査
支
払
業
務
・
事
務
代
行

業
務
の
効
率
的
推
進

(3)
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事

業
等
の
拡
充
及
び
各
種
共
同
事
業

の
効
率
的
推
進	

(4)
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支

援
強
化
と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ

管
理
業
務
の
適
正
執
行

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、

医
療
デ
ー
タ
の
情
報
提
供
及
び
関

係
団
体
と
の
連
携
強
化
及
び
特
定

健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正

執
行

(5)
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援

事
業
関
係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
適
正
化
事
業
の
積
極

的
な
推
進
、
介
護
給
付
費
等
審
査

支
払
業
務
及
び
障
害
者
総
合
支
援

給
付
費
審
査
支
払
業
務
の
適
正
執

行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

(6)
新
規
事
業
へ
の
対
応

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事

業
へ
の
弾
力
的
対
応

(7)
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・

事
務
運
営
等
の
整
備

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展

開
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
整
備
、

職
員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運
営

等
の
改
善

３　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

(1)
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

運
営 

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定

的
運
営
に
向
け
て
保
険
者
と
連

携
を
密
に
し
、
事
務
の
効
率
化
、

調
査
研
究
、
価
値
あ
る
情
報
の

提
供
に
努
め
る
。

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定

的
な
制
度
に
す
る
た
め
、
引
き

続
き
国
保
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安

定
運
営
に
向
け
た
運
動
を
展
開

す
る
。

(2)
成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審

査
支
払
事
業
等
の
展
開	

審
査
事
務
共
助
の
充
実
強
化
、

審
査
委
員
会
へ
の
情
報
の
提
供
な

ど
に
よ
る
効
率
的
な
レ
セ
プ
ト

審
査
体
制
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
審
査
の
更
な
る
精
度
向
上
に

努
め
る
。

ま
た
、「
審
査
支
払
機
能
に
関

す
る
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
く
審

査
基
準
の
原
則
全
国
統
一
や
整

合
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
の
実
現
に
向
け
た
対
応
を
踏

ま
え
、
職
員
の
理
解
力
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
影
響
を
踏
ま
え
た
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
効
率
化
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
普
通
交
付
金
収
納
事

務
、
出
産
育
児
一
時
金
等
支
払

業
務
、
風
し
ん
対
策
抗
体
検
査

等
費
用
の
支
払
業
務
及
び
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
費
用
の
支
払
業
務
の

ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
務

代
行
業
務
に
つ
い
て
も
適
正
な

事
務
処
理
に
努
め
る
。

(3)
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理

事
業
等
の
更
な
る
事
業
の
拡
充
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を
図
る
た
め
、
国
保
総
合
シ
ス

テ
ム
の
機
能
改
善
に
よ
る
保
険

者
事
務
の
効
率
化
と
国
保
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
及
び
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ

ム
の
適
正
な
運
用
を
行
う
と
と

も
に
、
保
険
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
価
値
あ
る
デ
ー
タ
の

提
供
を
行
い
保
険
者
支
援
の
充

実
に
努
め
る
。

ま
た
、
第
三
者
行
為
損
害
賠

償
求
償
事
務
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
事
業
範
囲
の
拡
大
を
検

討
し
な
が
ら
、
求
償
金
の
滞
納

防
止
に
努
め
、
保
険
者
事
務
の

効
率
化
を
図
る
。

さ
ら
に
、
海
外
療
養
費
不
正
請

求
対
策
支
援
業
務
の
適
正
な
事

務
の
執
行
と
、
国
保
税
賦
課
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の

充
実
に
努
め
、
事
業
の
推
進
を

図
る
。

(4)
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支

援
強
化
と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ

管
理
業
務
の
適
正
執
行

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
保
健
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
栃

木
県
保
険
者
協
議
会
を
通
じ
て

地
域
・
職
域
保
険
の
連
携
強
化

を
図
る
な
ど
、
市
町
保
健
事
業

の
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
医
療
保
険
情
報
を
活

用
し
た
デ
ー
タ
分
析
、
生
活
習

慣
病
（
予
備
群
）
減
少
の
た
め

の
デ
ー
タ
提
供
活
用
支
援
等
の

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
支
援

の
充
実
強
化
等
に
よ
り
医
療
費
適

正
化
の
推
進
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
特
定
健
診
等
の

デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執
行

を
行
い
、
保
険
者
事
務
の
効
率

化
に
努
め
る
。

(5)
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援

事
業
関
係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
費
、
障
害
者
総
合
支

援
給
付
費
等
の
審
査
支
払
業
務

を
適
正
に
執
行
す
る
。

ま
た
、
保
険
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
介
護
保
険
者
事
務
共
同
処
理

事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

介
護
給
付
適
正
化
事
業
の
一
層

の
充
実
強
化
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
令
和
５
年

度
に
導
入
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー

タ
連
携
シ
ス
テ
ム
に
係
る
影
響
分

析
を
行
う
な
ど
、
本
稼
働
ま
で
の

準
備
に
万
全
を
期
す
。

(6)
新
規
事
業
へ
の
対
応

本
会
中
期
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
度
に
お
け
る
次

期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
を
は
じ

め
と
し
た
国
保
中
央
会
標
準
シ

ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
環
境
へ
の

移
行
の
ほ
か
、
関
連
す
る
本
会

独
自
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
係
る

準
備
に
万
全
を
期
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
広

報
事
業
の
拡
充
や
デ
ー
タ
分
析

業
務
を
担
う
人
材
の
更
な
る
育

成
に
努
め
る
ほ
か
、
県
と
連
携

し
て
介
護
・
福
祉
分
野
の
処
遇

改
善
に
係
る
補
助
金
事
業
を
適

正
に
実
施
し
、
公
的
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
。

(7)
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・

事
務
運
営
等
の
整
備

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

成
果
を
生
み
出
す
事
業
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
令
和
４
年
度
本

会
事
業
計
画
の
重
点
目
標
の
取
り

組
み
方
針
に
沿
っ
て
事
務
局
体
制

の
整
備
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、

事
務
運
営
の
改
善
に
努
め
る
。

ま
た
、
組
織
の
運
営
と
業
務
の

信
頼
性
・
有
効
性
確
保
の
た
め
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
努
め

る
。 
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令和３年度 栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

	 報告第１号	 理事長専決事項報告について
１　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補

正について
２　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（抗体検査等費用に関する

支払勘定）歳入歳出予算補正について
３　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補

正について
４　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診

療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
５　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入

歳出予算補正について
６　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療

に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
７　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関

する報酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について
８　令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について

	 報告第２号	 規則及び規程の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会職員給与規則の一部改正について
２　栃木県国民健康保険団体連合会事務局組織規則の一部改正について
３　栃木県国民健康保険団体連合会負担金及び手数料の賦課徴収規則の一部改正について
４　栃木県国民健康保険団体連合会財務規則の一部改正について
５　栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業規則の一部改正について

	 議案第 １ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について
	 議案第 ２ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
	 議案第 ３ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について
	 議案第 ４ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
	 議案第 ５ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳

出予算について
	 議案第 ６ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
	 議案第 ７ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算について
	 議案第 ８ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算に

ついて
	 議案第 ９ 号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について
	 議案第10号	 栃木県国民健康保険団体連合会積立金の一部処分について
	 議案第11号	 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について
	 議案第12号	 理事長専決事項委任について
	 議案第13号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
	 議案第14号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正に

ついて
	 議案第15号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）

歳入歳出予算補正について
	 議案第16号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬

支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第17号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（出産育児一時金等に関する支払

勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第18号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（抗体検査等費用に関する支払勘定）

歳入歳出予算補正について
	 議案第19号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に関す

る診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第20号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関する報

酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について
	 議案第21号	 令和３年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付費支払

勘定）歳入歳出予算補正について

Ⅰ　報告事項

Ⅱ　議決事項

Ⅲ　そ の 他
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令和４年度 栃木県国民健康保険団体連合会新規事業一覧
事業名 事業内容

1 次期国保総合システム機器更改対応

　令和６年度の国保総合システムの更改（クラウド化）に向けて、
適切な移行・切り替えを行うため、影響分析を行うとともに、導
入計画や運用テスト計画を策定するなど、更改作業の準備に万全
を期して対応する。

2 次期共通基盤外付システム機器更
改対応

　令和 6 年度にクラウド化される国保総合システムとの連携に向
けて最適な環境構築を行うため、導入計画や運用テスト計画を作
成するとともに、アプリケーション改修を行うなど、更改作業の
準備に万全を期して対応する。

3 台帳管理支援システム機器更改

　介護保険受給者情報の連携に活用する台帳管理支援システムの
機器の安定稼働のため、機器の耐用年数を踏まえ更改作業を進め
る。
　また、更改作業実施にあたっては機器更改後の円滑な運用が図
れるよう万全を期して対応する。

4 Web 広告を活用した広報事業の
拡充

　本会 YouTube チャンネルを活用し、新たに健康の維持・促進
に関連する動画配信を開始することにより、広報事業の拡充を図
る。

5 介護職員処遇改善支援補助金事業
　都道府県が実施主体となる介護分野での 「介護職員処遇改善支
援補助金事業」のうち、介護事業所・施設に対する交付額の算出
及び支払業務を実施する。

6 福祉・介護職員処遇改善臨時特例
交付金事業

　都道府県が実施主体となる障害福祉サービス事業所等に対する
「福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金事業」のうち、障害福祉
サービス事業所等に対する交付額の算出及び支払業務を実施する。
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№ 区　　　　分 令和 3 年度
（千円）

令和 4 年度

予算
（千円）

対前年度比較増減額
（千円）

前年度対比
（%）

１ 一般会計 （	 526,828	）
	 526,828	

（	 587,995	）
	 587,995	

（	 61,167	）
	 61,167	

（	 111.61）
111.61　         

２

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

業務勘定 （	 1,215,673	）
	 1,274,819	

（	 1,394,150	）
	 1,450,637	

（	 178,477	）
	 175,818	

（	 114.68	）
	 113.79	

診

療

報

酬

支

払

勘

定

国民健康保険診療報酬支払勘定 143,556,366 141,088,932 △ 2,467,434 98.28

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 3,859,574 4,054,134 194,560 105.04

出産育児一時金等に関する支払勘定 899,647 859,747 △ 39,900 95.56

抗体検査等費用に関する支払勘定 382,713 2,152,260 1,769,547 562.36

小　　　　計 148,698,300 148,155,073 △ 543,227 99.63

３

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定 （	 714,633	）
	 714,633	

（	 834,982	）
	 834,982	

（	 120,349	）
	 120,349	

（	 116.84	）
	 116.84	

診
療
報
酬
支
払
勘
定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定 217,511,250 220,799,051 3,287,801 101.51

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 1,234,825 1,350,851 116,026 109.39

小　　　　計 218,746,075 222,149,902 3,403,827 101.55

4 第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計 （	 20,700	）
	 543,921	

（	 20,971	）
	 531,562	

（	 271	）
	 △ 12,359	

（	 101.3	）
	 97.72	

5

介
護
保
険
事
業
関
係

業務勘定 （	 222,770	）
	 593,506	

（	 220,230	）
	 590,731	

（	 △ 2,540	）
	 △ 2,775	

（	 98.85	）
	 99.53	

支

払

勘

定

介護給付費支払勘定 148,393,870 150,833,155 2,439,285 101.64

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定 1,249,160 1,293,424 44,264 103.54

小　　　　計 149,643,030 152,126,579 2,483,549 101.65

6

障
害
者
総
合
支
援
法

関
係
業
務
等
特
別
会
計

業務勘定 （	 83,651	）
	 88,534	

（	 86,100	）
	 88,963	

（	 2,449	）
	 429	

（	 102.92	）
	 100.48	

支

払

勘

定

障害介護給付費支払勘定 41,166,074 45,063,500 3,897,426 109.46

障害児給付費支払勘定 9,490,281 11,345,558 1,855,277 119.54

小　　　　計 50,656,355 56,409,058 5,752,703 111.35

7 特定健診保健指導費用決済業務特別会計 （	 57,494	）
	 1,413,178	

（	 52,473	）
	 1,429,989	

（	 △ 5,021	）
	 16,811	

（	 91.26	）
	 101.18	

8 職員厚生資金貸付金特別会計 8,619 11,026 2,407 127.92

合　　　　　　　　計 （	 2,841,749）
572,907,798	  

（	 3,196,901	）
584,366,497	

（	 355,152	）
	 11,458,699	

（	 112.49）
	 102.00	

［備考］　上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特
別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電
子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

令和４年度 栃木県国民健康保険団体連合会予算総括
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下
野
市
は
栃
木
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、

東
に
鬼
怒
川
と
田
川
、
西
に
思
川
と
姿
川
が

流
れ
る
高
低
差
の
あ
ま
り
な
い
、
古
来
よ
り

開
け
た
平
坦
で
安
定
し
た
自
然
災
害
も
少
な

い
地
域
で
す
。
市
内
に
は
、国
指
定
史
跡「
下

野
国
分
寺
跡
」
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
文

化
遺
産
が
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
面
積
は
約
74
・
６
㎢
で
県
内
の
市

の
中
で
は
最
小
の
面
積
で
は
あ
り
ま
す
が
、

都
心
か
ら
約
85
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
交
通
の

利
便
性
も
優
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、
国

道
４
号
線
及
び
国
道
新
４
号
線
が
縦
貫
し
て

お
り
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
上
に
は
小
金
井

駅
、
自
治
医
大
駅
、
石
橋
駅
の
３
つ
の
駅
が

存
在
し
、
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
よ
り
豊
か
で
活
力
あ
る
魅

力
あ
る
ま
ち
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、「
と
も
に
築
き　

未
来
へ
つ
な
ぐ

　

幸
せ
実
感
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
第

二
次
下
野
市
総
合
計
画
の
も
と
、
日
々
邁
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
は
健
康
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
本
市
で
は
「
下
野
市
国
民
健

康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
第
２
期
）」
及

び
「
下
野
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
（
第
３
期
）」、「
健
康
し
も
つ
け

21
プ
ラ
ン
（
第
３
次
下
野
市
健
康
増
進
計
画
）」

を
定
め
、
市
民
の
健
康
の
た
め
保
健
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
３
年
度
か

ら
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
事
業
の
取
組
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を
務
め
ら
れ

る
磯
辺 

香
代
氏
は
、
平
成
18
年
５
月
に
下
野

市
の
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
現
在
４
期
目

在
職
中
で
あ
り
、
教
育
福
祉
副
委
員
長
等
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
国
保
運
営
協
議

会
会
長
に
は
平
成
26
年
５
月
に
就
任
さ
れ
、
国

民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
に
ご

尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
費
の
増
加
等
に
よ

り
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
磯
辺
会

長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊
か
な
知
識
と
幅
広

い
経
験
を
生
か
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
の
安
定

的
な
運
営
を
図
り
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、

ご
活
躍
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

会
長
の
一
言

「今も気になっている委員（医師）からの意見」
何年か前の運協で委員（医師）から「生活習慣病で既にクリニックに

通っている人は、特定健診を受けなくてもよいのでは？」との意見をい
ただきました。本人が気づいていない生活習慣病を発見するのが特定健
診の役割なのだからという訳です。以来、検査の重複を避けて無駄を省
くことができる検査体制の必要性を感じています。

磯
いそ

辺
べ

香
か

代
よ

下野市

国保運協会長プロフィール
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「
課
長
、『
栃
木
の
国
保
』
に
原

稿
お
願
い
し
ま
す
」
と
担
当
者
か

ら
言
わ
れ
た
と
き
、
ど
う
し
よ
う

の
一
言
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。「
私
の
趣
味
と
健
康
法
」
な
ん

て
、
私
に
は
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

「
私
の
趣
味
は
、
観
劇
で
す
」
と

言
っ
て
東
京
の
劇
場
に
出
か
け
て

い
た
の
は
、
は
る
か
昔
の
話
で
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
そ
ん

な
時
間
的
余
裕
も
な
く
、
自
分
の

た
め
に
使
う
時
間
は
、
振
り
返
る

と
ほ
ぼ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

健
康
面
で

も
、
数
年
前

に
関
節
リ
ウ

マ
チ
と
な
り
、

更
年
期
に

差
し
掛
か
り
、

子
ど
も
二

人
が
受
験

生
で
あ
る
ス
ト
レ
ス
も
重
な
っ
て
、

様
々
な
体
調
の
変
化
に
振
り
回
さ

れ
る
毎
日
で
、
国
保
担
当
の
課
長

と
大
き
い
声
で
は
言
え
な
い
ほ
ど

健
康
と
は
程
遠
い
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
さ
す
が
に
こ
れ
で
は
い

け
な
い
と
思
い
、
テ
レ
ビ
の
情
報

番
組
で
や
っ
て
い
た
短
時
間
で
無

理
な
く
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

う
も
、
三
日
も
続
か
ず
子
ど
も
た

ち
に
笑
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
は
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
な

の
で
、
今
後
の
予
定
を
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

上
の
子
が
今
年
四
月
か
ら
大
学

生
に
な
る
予
定
な
の
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
っ

た
ら
、
自
分
の
時
間
を
見
つ
け
て

劇
場
通
い
を
再
開
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
東
京
に
行
く
と
、
地

元
に
い
る
時
よ
り
も
は
る
か
に
歩

く
こ
と
が
増
え
る
の
で
、
健
康
に

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私

芳賀町　住民課

課長 上
うえ

野
の

 真
ま

美
み

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
我
が
家
に
は
私
が
小
学

生
の
頃
に
親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

年
代
物
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

が
あ
り
ま
す
。私
は
弾
か
な
く
な
っ

て
久
し
い
の
で
す
が
、
い
つ
か
誰

か
弾
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
調
律
だ
け
は
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
ピ
ア

ノ
教
室
に
通
っ
て
い
た
わ
ず
か
な

間
弾
い
た
だ
け
で
、
今
は
物
置
と

化
し
て
い
ま
す
。
両
親
が
私
の
た

め
に
買
っ
て
く
れ
た
（
当
時
は

た
ぶ
ん
高
価
だ
っ
た
）
の
に
、

処
分
し
て
し
ま
う
の
も
忍
び
な

い
の
で
、
退
職
後
の
趣
味
に
な

る
よ
う
少
し
ず
つ
弾
い
て
み
よ

う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音
楽
は
聴
く
も
の
と
諦
め
て

い
た
の
で
す
が
、
調
律
師
の
方

に
も
「
弾
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

ピ
ア
ノ
の
た
め
に
一
番
良
い
こ

と
で
す
」
と
毎
年
言
わ
れ
る
の

で
、
ピ
ア
ノ
と
自
分
の
健
康
維

持
の
た
め
（
認
知
症
予
防
）
に
、

ゆ
っ
く
り
と
続
け
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」9



栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

国
民
健
康
保
険
の
指
導
監
督
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
指
導
監
督
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
保
医
療
課
だ
よ
り

○
国
民
健
康
保
険
の

　

指
導
監
督
と
は

　

都
道
府
県
知
事
は
、
国
民
健
康

保
険
法
、
地
方
自
治
法
等
に
よ
る

責
務
及
び
権
限
の
ほ
か
、
平
成
31

年
１
月
23
日
付
け
保
発
０
１
２
３

第
２
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
長
通

知
並
び
に
保
国
発
０
１
２
３
第
２

号
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康

保
険
課
長
通
知
に
基
づ
い
て
、
定

期
的
に
市
町
村
保
険
者
、
国
民
健

康
保
険
組
合
及
び
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会（
以
下「
保
険
者
等
」

と
い
う
。）
の
国
民
健
康
保
険
事

業
の
実
施
状
況
を
実
地
に
確
認

し
、
国
民
健
康
保
険
の
適
正
か
つ

効
率
的
な
事
業
運
営
の
方
策
に
係

る
助
言
・
指
導
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
保
険
者
に
対
す

る
指
導
監
督
に
当
た
っ
て
は
、
都

道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
に
基
づ
く
事
業
運
営
の
状
況
を

確
認
し
、
具
体
的
な
事
業
運
営
に

つ
い
て
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
運
営
の
効
果
や
効
率
性
に
つ

い
て
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
指
導
監
督
の
種
別
等

（
1
）
一
般
指
導
監
督

　

市
町
村
保
険
者
及
び
国
民
健
康

保
険
組
合
を
対
象
に
原
則
と
し
て

２
年
に
１
回
、
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
を
対
象
に
原
則
と
し
て

年
１
回
の
定
期
的
な
助
言
・
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
2
）
特
別
指
導
監
督

　

保
険
者
等
の
事
業
運
営
に
つ

い
て
改
善
す
べ
き
事
項
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
改
善
状
況
の
確
認
が
必

要
な
場
合
も
し
く
は
緊
急
に
指
導

監
督
の
実
施
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
、
次
の
と
お
り
実
施
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
一
般
指
導
監
督
を
実
施
し
た
結

果
、
改
善
す
べ
き
事
項
が
認
め

ら
れ
そ
の
改
善
状
況
に
つ
い
て

実
地
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

保
険
者
等
に
対
し
て
、
市
町
村

保
険
者
及
び
国
民
健
康
保
険
組

合
に
あ
っ
て
は
一
般
指
導
監
督

を
実
施
し
た
翌
年
度
、
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
に
あ
っ
て

は
一
般
指
導
監
督
の
実
施
後
概

ね
６
ヶ
月
経
過
後
に
実
施
。

②
直
近
の
事
業
実
施
状
況
か
ら
、

特
に
緊
急
に
指
導
監
督
を
実
施

す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
保
険

者
等
に
対
し
て
は
、
指
導
監
督

計
画
に
か
か
わ
ら
ず
、
随
時
実

施
。

※
特
別
指
導
監
督
は
、
指
導
監
督

が
必
要
で
あ
る
と
県
知
事
が
認

め
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
実

施
。

○
指
導
監
督
の
確
認
事
項

（
1
）
市
町
村
保
険
者
及
び
国
民

健
康
保
険
組
合
に
関
す
る
事
項

　

①
事
業
計
画
等
、
②
適
用
の
適

正
化
、
③
適
正
な
賦
課
、
④
保

険
料（
税
）
収
入
の
確
保
、
⑤

医
療
費
の
適
正
化
、
⑥
保
健
事

業
、
⑦
事
務
処
理
の
適
正
化　

等
（
2
）
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

に
関
す
る
事
項

　

①
審
査
の
充
実
強
化
、
②
保
険

者
支
援　

等

○
市
町
保
険
者
に
お
け
る
留
意
点

本
県
に
よ
る
、令
和
３（
２
０
２
１
）
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年
度
の
一
般
指
導
監
督
で
散
見
さ

れ
た
、
改
善
等
を
お
願
い
す
る
指

摘
事
項
や
留
意
事
項
の
主
な
内
容

を
例
示
し
ま
す
の
で
、
各
市
町
保

険
者
に
お
け
る
事
業
運
営
の
適
正

化
等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

（
1
）
指
摘
事
項
と
な
る
事
例

・
保
険
税
滞
納
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
財
産
調
査
の
上
、
地
方

税
法
に
基
づ
く
滞
納
処
分
や
執

行
停
止
を
行
わ
ず
に
、
消
滅
時

効
の
到
来
に
よ
り
納
税
義
務
を

消
滅
さ
せ
、
滞
納
額
を
不
納

欠
損
処
理
し
て
い
る
も
の
が
あ

っ
た
。

・
被
保
険
者
証
の
誤
利
用
等
に
よ

る
国
保
の
不
当
利
得
の
返
還
金

に
つ
い
て
、
債
権
管
理
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
不
当
利
得
の
受
益

者
に
対
す
る
返
還
請
求
・
督
促

等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
2
）
留
意
事
項
と
な
る
事
例

・
国
庫
支
出
金
の
交
付
要
綱
等
で

定
め
ら
れ
て
い
る
調
書
が
未
作

成
で
あ
っ
た
。

・
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い

第１ 保険者（市町村保険者及び国民健康保険組合）に関する事項

指導監督における確認事項（平成 年１月 日付け保国発 第２号厚生労働省保険局国民健康保険課長通知より）

１ 事業計画等 事業計画の策定 予算の編成 赤字保険者における財政の健全化

２ 適用の適正化 被保険者の適用 居所不明者被保険者の確認 適用の適正化調査

３ 適用な賦課 保険料（税）の算定基礎となる所得の把握 保険料（税）の設定

４ 保険料（税）収入の確保 徴収計画の策定 納期内納入の促進 滞納者対策 徴収体制の充実
その他の収納対策

５ 医療費の適正化 国保運営方針に基づく医療費適正化対策の実施 医療費等の分析 診療報酬明細書の点検調査
柔道整復師の施術の療養費支給の適正化 第三者行為求償の取組強化
後発医薬品及び適正受診に対する周知・啓発 重複・頻回受診者、重複・多剤投与者対策の推進

６ 保健事業 保健事業の推進 直営診療施設

７ 事務処理の適正化 事務の効率化、標準化、広域化の推進 補助金申請事務等の適正化 不正及び事故の防止

８ 国保組合に関する重点事項 被保険者の適用 特別積立金及び給付費等支払準備金
法令遵守体制の整備と個人情報の適正な取扱

９ その他 国民健康保険運営協議会の充実 保険者協議会における各保険者との連携・協力
被保険者証の個人カード化及び高齢受給者証の一体化の推進 情報開示

第２ 国民健康保険団体連合会に関する事項

１ 審査の充実強化

２ 保険者支援 保険者事務共同電算処理事業等の充実・強化 医療費分析等の充実・活用
レセプト点検調査の支援 保健事業の支援 保険料（税）収納率向上対策の支援
その他保険者事務の共同実施への支援 小規模保険者等への支援

３ その他 審査支払事務の受託環境の整備 審査の適正化 個人情報保護の徹底 事務の改善等

て
、
地
方
税
法
施
行
令
に
定
め

る
額
と
差
が
生
じ
て
い
た
。

・
国
保
税
収
納
率
（
現
年
度
分
／

滞
納
繰
越
分
）
が
県
平
均
を
下

回
っ
て
い
た
（
ま
た
は
前
年
度

か
ら
低
下
し
て
い
た
）。

・
特
定
健
康
診
査
受
診
率
／
特
定

保
健
指
導
実
施
率
が
県
平
均
を

下
回
っ
て
い
た
（
ま
た
は
前
年

度
か
ら
低
下
し
て
い
た
）。

・
被
保
険
者
資
格
の
取
得
及
び
喪

失
、
被
保
険
者
証
の
発
行
等
に

係
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
自

市
町
の
事
務
決
裁
規
程
等
に
沿

っ
た
決
裁
権
者
に
よ
る
意
思
決

定
の
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
指
導
監
督
に
お
い

て
、
指
摘
事
項
及
び
留
意
事
項
と

し
て
、
県
か
ら
通
知
を
受
け
た
市

町
保
険
者
に
お
い
て
は
、
県
へ
提

出
し
た
改
善
計
画
・
状
況
等
報
告

に
基
づ
く
取
組
を
徹
底
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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菜の花に包まれた国重要文化財の青木邸

那
須
塩
原
市

突 撃 ル ポ

みてある

第134回 那須塩原市

那
須
塩
原
市
は
、
首
都
圏
か
ら

１
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
栃
木
県

の
北
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
市

の
面
積
の
半
分
は
、
那
須
火
山
帯

に
属
し
た
湯
量
豊
富
な
塩
原
温
泉

郷
や
板
室
温
泉
、
三
斗
小
屋
温
泉

を
は
じ
め
、箒
川
沿
い
の
四
季
折
々

に
彩
を
見
せ
る
塩
原
渓
谷
や
沼
ッ

原
湿
原
を
代
表
と
し
た
観
光
の
名

所
と
な
る
自
然
豊
か
な
山
岳
部
が

占
め
て
い
ま
す
。
残
り
の
半
分
は
、

北
側
を
那
珂
川
、
南
側
を
箒
川
に

挟
ま
れ
た
緩
や
か
な
傾
斜
の
扇
状

地
で
、
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
と
宇
都

宮
線
の
那
須
塩
原
、
黒
磯
、
西
那

須
野
の
各
駅
周
辺
と
国
道
４
号
と

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う

　
　
　

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

国
道
４
０
０
号
沿
い
に
市
街
地
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

酪
農
も
盛
ん
で
、
生
乳
の
粗
生

産
額
は
本
州
第
１
位
（
全
国
第
４

位
）
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち　

那
須
塩
原
」

を
将
来
像
と
し
て
、「
市
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
効
率
的
・

効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
る
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
全
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
個
性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
４

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
３
月
に
は
、
30
年
後

の
那
須
塩
原
駅
周
辺
の
将
来
像
を

描
い
た
「
那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

那
須
塩
原
駅
周
辺
が
栃
木
県
北
の

玄
関
口
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
他
、
公
民
館
な
ど
を
拠
点
と

し
た
分
散
型
の
地
域
づ
く
り
も
併

      

那須塩原市
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那須疏水の桜

せ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

那
須
塩
原
市
は
、「
こ
こ
に
住
ん

で
い
れ
ば
安
心
」
と
実
感
で
き
る

よ
う
、
持
続
可
能
な
ま
ち
の
構
築

に
向
け
て
、「
那
須
野
が
原
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
令
和
４
年
は
、
地
域
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限

に
活
用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経

済
の
地
域
内
循
環
を
実
現
す
る
た

め
の
地
域
新
電
力
の
設
立
や
、
災

害
対
応
力
強
化
の
た
め
、
停
電
時

の
電
力
供
給
も
可
能
な
脱
炭
素
先

行
地
域
の
構
築
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
令
和

３
年
９
月
に
、
日
光
国
立
公
園
内

の
塩
原
・
板
室
温
泉
地
区
が
、
県

内
初
と
な
る
環
境
省
の「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
パ
ー
ク
」
に
登
録
さ
れ
る
他
、

10
月
に
は
、
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

国
際
的
な
認
証
団
体
「
グ
リ
ー
ン
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
か
ら
、

那
須
塩
原
市
が
「
世
界
の
持
続
可

能
な
観
光
地
ト
ッ
プ
１
０
０
選
」

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
、
持
続

可
能
な
選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
る
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
那
須
塩
原
市
に
、
医
療
費

適
正
化
対
策
の
課
題
や
問
題
点
、

税
収
納
率
向
上
や
保
健
事
業
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
伺
っ
た
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
使
用
し
て
、
国
保
年
金
課
の
秋

元
主
査
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
国
保
部
門
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

那
須
塩
原
市
で
は
、
不
当
利
得

返
還
金
の
適
正
な
債
権
管
理
に
力

を
入
れ
、
日
々
の
適
正
な
債
権
管

理
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
課
の
重
点
事
業
と
し
て
も
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
監
査
で
も
指
摘

が
多
い
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
返

還
金
の
納
付
が
困
難
な
対
象
者
に

対
し
て
積
極
的
に
保
険
者
間
調
整

を
進
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、「
い
ま
の
ご
時
世
で
知

ら
な
い
番
号
に
警
戒
し
、
連
絡
し

た
電
話
に
出
て
も
ら
え
な
い
こ
と

や
着
信
の
折
り
返
し
も
な
く
、
郵

送
し
た
通
知
に
も
反
応
が
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
人
と
な

か
な
か
連
絡
が
付
か
ず
、
円
滑
に

調
整
が
出
来
ま
せ
ん
」
と
話
し
、

本
人
と
連
絡
が
と
れ
、
同
意
が
得

ら
れ
れ
ば
本
人
が
返
還
金
を
納
付

す
る
こ
と
な
く
、
保
険
者
間
調
整

で
の
処
理
が
可
能
と
な
る
こ
と
や
、

送
付
し
た
通
知
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る

が
、
そ
の
案
内
に
も
至
ら
ず
に
未

納
と
し
て
残
っ
て
し
ま
う
な
ど
の

理
由
か
ら
返
還
金
の
削
減
に
苦
慮

さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
不
当
利
得
返
還
金
発
生

の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
誤
っ
た

保
険
証
で
の
医
療
機
関
受
診
が
挙

げ
ら
れ
、『
手
元
に
あ
る
保
険
証
を

な
ぜ
使
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
』

『
社
会
保
険
の
保
険
証
が
届
い
て

い
な
い
た
め
旧
保
険
証
を
使
用
し

た
』
な
ど
の
理
由
が
多
く
、「
医

療
機
関
受
診
の
際
に
窓
口
へ
保

険
証
の
切
り
替
え
中
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
上
で
受
診
し
て
も
ら
え

れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
調
整
が
つ
き
ま

す
が
、
何
度
伝
え
て
も
理
解
が
得

ら
れ
ず
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
て
し

ま
う
点
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
」
と
、

適
正
な
債
権
管
理
の
徹
底
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住
民
の
方
に
制
度
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
と
話

し
ま
す
。

続
い
て
、
徴
収
部
門
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
収
税
課
か
ら
の
資
料

を
基
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
口
座
振
替
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
早
期
の
財
産
調
査

及
び
滞
納
処
分
の
徹
底
を
実
施
さ

れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
環
境
を
充
実
さ
せ

る
取
り
組
み
と
し
て
、
週
休
日
や

夜
間
相
談
窓
口
の
開
設
、
近
年
で

は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
、
ペ

イ
ジ
ー
納
付
な
ど
を
納
付
方
法
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
の
間
で
収
納
率
が
２
％
程
度

増
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
こ

数
年
で
窓
口
に
行
か
ず
と
も
税
金

を
支
払
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
た

こ
と
が
、収
納
率
の
増
加
に
繋
が
っ

た
と
考
え
ま
す
」
と
話
し
、
今
後

の
更
な
る
収
納
率
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

続
い
て
、
保
険
者
努
力
支
援
制

度
の
指
標
の
中
で
も
市
独
自
の
取

り
組
み
を
行
い
や
す
く
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
支
援
と
し
て
も
力
を

入
れ
て
い
る
と
い
う
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
事
業
に
つ
い

て
、
国
保
年
金
課
及
び
健
康
増
進

課
か
ら
の
資
料
を
基
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
流
行
の
影
響

を
受
け
、
集
団
健
診
の
実
施
時
期

が
例
年
４
～
５
月
頃
で
あ
っ
た
も

の
が
秋
口
に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
に

よ
っ
て
実
施
回
数
が
半
数
程
度
に

減
少
。
そ
れ
に
伴
い
、
受
診
率
も

大
幅
に
低
下
し
た
と
い
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い

て
も
、
集
団
健
診
と
同
様
に
実
施

時
期
の
ず
れ
や
受
診
控
え
に
よ
る

医
療
機
関
受
診
の
減
少
が
利
用
率

低
下
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
い
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
事
業
に
つ
い
て

は
、
利
用
率
向
上
の
た
め
に
健
診

結
果
を
特
定
保
健
指
導
の
時
に
手

渡
す
よ
う
に
す
る
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、

令
和
２
年
度
は
前
年
度
と
横
ば
い

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３

年
度
は
健
診
結
果
郵
送
後
、
対
象

者
全
員
に
利
用
勧
奨
の
電
話
を
か

け
、
対
象
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て

実
施
す
る
体
制
を
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
加
え
、
委
託
業
者
と
連
携

し
、
途
中
脱
落
者
率
の
低
下
に
努

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
動
機
付
け
支
援
を
集
団
指
導
で

は
な
く
個
別
指
導
に
変
更
し
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
動

機
付
け
支
援
の
評
価
方
向
を
対
象

コ
ロ
ナ
禍
で
の

受
診
率
向
上
対
策

△個別勧奨として郵送されているパンフレット「みるトク健診（特定健診）のご案内」

△取材に対応いただいた国保年金課　秋元主査
  （Zoom 画面）

納
付
環
境
の
充
実
で

収
納
率
向
上
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者
の
希
望
に
合
わ
せ
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
臨
機
応
変
に
対
応
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
っ
た
と

こ
ろ
、「
引
き
続
き
、
特
定
健
康
診

査
の
受
診
率
低
下
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
、
対
処
法
と

し
て
「
勧
奨
通
知
以
外
に
も
、
未
受

診
者
に
対
す
る
受
診
再
勧
奨
に
加
え

て
、
個
別
勧
奨
が
行
わ
れ
て
い
な
い

受
診
行
動
の
定
例
化
を

目
指
し
て

年
度
途
中
の
国
保
加
入
者
や
転
入
者

な
ど
に
対
す
る
勧
奨
を
行
う
予
定
で

す
」
と
話
し
、
次
年
度
以
降
新
た
に

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
健
診
に
関
す

る
掲
載
を
行
う
な
ど
と
し
て
、
今
ま

で
勧
奨
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
層
に

対
す
る
勧
奨
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
那
須
塩
原
市
は
国
保
部

門
の
業
務
に
努
め
る
国
保
年
金
課

と
保
健
事
業
の
業
務
に
努
め
る
健

康
増
進
課
の
庁
舎
が
離
れ
て
い
る

た
め
、
来
庁
者
の
書
類
や
届
出
な

ど
は
片
方
の
窓
口
で
預
か
る
な
ど

と
し
て
、
今
後
も
互
い
に
協
力
し
て

受
診
率
向
上
に
取
り
組
ま
れ
て
い
く

考
え
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
40
歳
未
満
の
若
い
世
代

の
健
康
診
断
の
受
診
時
期
を
見
直

し
、
受
診
時
に
特
定
健
康
診
査
の

受
診
勧
奨
を
行
う
こ
と
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、「
40
歳
か
ら
特
定
健
診

を
受
診
で
き
る
こ
と
や
集
団
健
診

で
は
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診
可

能
な
こ
と
、
節
目
で
の
み
受
け
ら

れ
る
健
診
が
あ
る
こ
と
と
併
せ
て

周
知
・
勧
奨
し
て
い
く
予
定
で
す
」

と
話
し
、
40
歳
未
満
の
若
い
世
代

か
ら
受
診
行
動
を
定
例
化
さ
せ
る

目
標
を
立
て
、
勧
奨
に
力
を
入
れ

て
い
く
と
い
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

様
々
な
事
業
で
住
民
が
健
康
で
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
那
須
塩
原
市
へ
の
取
材
で
し
た
。

◎国保の加入状況等(３ヵ年)
平成30年度 令和元年度 令和2年度

総人口（人） 117,375 117,313 117,016

総世帯数（世帯） 49,267 50,047 50,773

国保被保険者

加入世帯数（世帯） 17,757 17,429 17,427

被保険者数（人） 29,834 28,884 28,319

被保険者加入率（％） 25．4 24．6 24．2

保険料（税）
収納状況（現年分）

一人当たり調定額（円） 100,301 99,215 98,919

収納率（％） 92．49 93．41 94．70

一人当たりの療養諸費費用額（円） 275,553 282,197 281,058

特定健診・特定

保健指導の状況

特定健診受診率（％） 40．2 40．1 16．9

特定保健指導実施率（％） 25.6 21.6 21.8

那須疎水の水車

東那須野公園のスイセン
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プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら
学
ぶ
健
康
法
！

プ
ロ
ロ
ー
ド

サ
イ
ク
ル
チ
ー
ム 

宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン

【生年月日】　1994/10/20
【身長／体重】　172 ㎝／ 59 ㎏
【経 歴】   

Nishimura Hiroki
西
にしむら

村 大
ひ ろ き

輝　選手

プロフィール

昨
年
３
月
に
、
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で

地
域
活
性
化
を
進
め
る
た
め
、
地
域
密
着
型

チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
た
国
内

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
新
リ
ー
グ
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
イ

ク
ル
リ
ー
グ
（
略
称
Ｊ
Ｃ
Ｌ
）」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
加
盟
チ
ー
ム
と
し
て
も
活
躍
中
の
宇

都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
に
所
属
す
る
西
村 

大
輝 

選
手
に
健
康
な
身
体
作
り
の
秘
訣
や
心
構
え
を

学
ぶ
た
め
の
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
受
け
、
取
材
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

３
．
そ
う
し
た
気
づ
き
の
き
っ

か
け
は
先
輩
な
ど
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
す
か
？

当
時
の
監
督
か
ら
減
量
は
効
果
的
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
た
だ
単
に
減

ら
す
だ
け
で
は
体
力
が
保
た
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
全
体
的
な
食
べ
る
量

を
減
ら
し
つ
つ
、
足
り
な
い
分
は
野
菜

を
多
く
食
べ
た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
自
分
的

に
は
野
菜
な
ど
の
栄
養
の
他
、
脂
質
も

必
要
と
感
じ
た
の
で
、
揚
げ
物
等
の
油

で
脂
質
を
摂
取
す
る
の
で
は
な
く
、
魚

な
ど
の
健
康
的
な
あ
ぶ
ら
を
摂
る
よ
う

に
変
え
て
み
た
ら
体
調
が
良
く
な
り
ま

し
た
ね
。

４
．
食
事
以
外
で
何
か
意
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

睡
眠
で
す
ね
。
時
間
は
８
時
間
ほ

ど
眠
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

一
般
の
方
た
ち
は
お
仕
事
も
あ
る
の

で
難
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
最
低
で
も
６
時
間
ほ
ど
の
睡
眠

と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
体
調

管
理
を
す
る
う
え
で
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

１
．
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
身
体

が
基
本
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

西
村
選
手
が
普
段
健
康
に
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？基

本
的
に
食
事
を
三
食
し
っ
か
り

食
べ
、
野
菜
や
魚
な
ど
の
食
品
で
タ

ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養

を
摂
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
普
段
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
も
運
動
に
繋
が
り
健
康
な
体

づ
く
り
が
さ
れ
て
い
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
プ
ロ
に
な
る
前
と
後
で
健
康

意
識
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

高
校
卒
業
後
18
歳
で
プ
ロ
と
し
て

活
動
し
て
い
て
、
当
時
は
知
識
も
乏

し
く
、
今
よ
り
も
若
か
っ
た
の
で
体

重
管
理
も
簡
単
だ
っ
た
こ
と
と
、
体

重
が
増
え
て
も
違
い
を
感
じ
に
く

か
っ
た
の
で
す
が
、
22
歳
く
ら
い
か

ら
体
重
が
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
左

右
す
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、
体
重
だ
け
で
見
る
の
で

は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て

栄
養
を
摂
る
こ
と
で
身
体
の
回
復

も
違
う
と
気
付
い
て
か
ら
は
、
そ

う
い
っ
た
意
識
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

2013-2017 シマノレーシング
2018-2019 NIPPO・ヴィーニ
ファンティーニ・ファイザネ
2021 –       宇都宮ブリッツェン
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ここの部分を伸ばす
イメージ

５
．
疲
労
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

ケ
ア
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

や
は
り
疲
労
は
先
ほ
ど
も
話
し
た
睡

眠
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
肉
体
疲
労
は
セ
ル
フ

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
ケ

ア
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

６
．
体
力
づ
く
り
は
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
ま
す
か
？ 

道
が
上
り
か
平
地
か
で
変
わ
っ

て
き
ま
す
が
、
レ
ー
ス
の
時
に
は

２
０
０
㎞
を
５
時
間
く
ら
い
で
走
り

ま
す
。
普
段
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は

自
転
車
の
乗
り
込
み
や
イ
ン
タ
ー
バ

ル
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
体
力
づ

く
り
を
し
ま
す
。

７
．
ス
タ
ミ
ナ
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に

は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

自
転
車
は
下
半
身
だ
け
の
競
技
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
上
半
身
で
あ
る
体

幹
が
基
礎
に
な
り
ま
す
。
体
幹
の
力
が

な
い
と
大
き
な
力
を
出
そ
う
と
し
た
と

き
に
体
が
ブ
レ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
が
ロ
ス
に
繋
が
り
、

ス
タ
ミ
ナ
が
も
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う

原
因
に
な
る
た
め
、
基
礎
で
あ
る
体
幹

を
鍛
え
る
こ
と
が
ス
タ
ミ
ナ
継
続
と
し

て
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

８
．
休
養
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

休
息
日
で
も
１
～
２
時
間
程
度
は

自
転
車
に
乗
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ

に
出
か
け
て
血
流
を
回
し
て
い
る

の
で
、
な
か
な
か
丸
１
日
家
で
寝
込

む
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
で
す
ね
。

９
．
心
の
健
康
も
重
要
か
と
思
い
ま

す
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
で
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
や
す
い
方
で
す
か
？

18
歳
か
ら
プ
ロ
と
し
て
活
動
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
試
合
な
ど
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
数

を
こ
な
す
こ
と
で
、
あ
ま
り
感
じ
た
こ

と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
と
は
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
仲
間
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
と
い
う
思
い
か
ら
知
ら
ず

と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
に
く
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

10
．
ス
ト
レ
ス
解
消
と
し
て
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

ス
ト
レ
ス
発
散
の
方
法
は
人
そ

れ
ぞ
れ
か
と
思
い
ま
す
が
、
僕
の

場
合
は
気
心
の
知
れ
た
仲
間
で
あ

る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
ス
タ
ッ
フ
と

の
会
話
、
友
人
と
の
電
話
で
の
お

し
ゃ
べ
り
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
繋

が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

11
．
読
者
の
方
が
簡
単
に
で
き
る

よ
う
な
お
す
す
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ

は
あ
り
ま
す
か
？

前
腿
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
の
で
す

が
、
正
座
の
状
態
で
手
を
後
ろ
に

付
き
、
片
脚
を
伸
ば
し
、
曲
げ
て

い
る
足
の
腿
を
グ
ッ
と
伸
ば
す
イ

メ
ー
ジ
で
キ
ー
プ
し
ま
す
。
片
脚

30
秒
程
度
で
左
右
交
互
に
行
う
こ

と
で
膝
の
痛
み
防
止
に
劇
的
に
効

く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

12
．
最
後
に
、
読
者
の
方
々
へ
な

に
か
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
シ
ー
ズ
ン
も
精

一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。お

忙
し
い
中
、
本
会
の
取
材
に
ご

対
応
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

西
村
選
手
は
食
事
や
睡
眠
な
ど
基

礎
的
な
こ
と
行
う
こ
と
で
健
康
に
気

遣
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
取
材

と
な
り
、
皆
様
も
比
較
的
取
り
組
み

や
す
い
健
康
法
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
伺
っ
た
お
話
し

が
皆
様
の
健
康
意
識
に
繋
が
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
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４
回
目
、
最
終
回
の
寄
稿
に
な
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
免
疫
力
向
上

に
必
要
な
栄
養
戦
略
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
食
事

に
対
し
て
の
意
識
改
善
や
健
康
に
寄
与
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
は
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
．
油
脂
と
は

　

あ
ぶ
ら
に
は
、
サ
ラ
ダ
油
や
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
な
ど
、
主
に
植
物
性
の
食
品
に
多

く
、
融
点
が
低
く
常
温
で
も
液
体
の
油

（
o
i
l
）
と
、
牛
脂
や
豚
脂
な
ど
、
主

に
動
物
性
の
食
品
に
多
く
、
融
点
が
高
く

常
温
で
は
固
体
の
脂
（
f
a
t
）
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

て
油
脂
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
栄
養
学
」
の
領
域
で
は
、
中

性
脂
肪
、
リ
ン
脂
質
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
を
総
称
し
て
脂
質
と
言
っ
た
り
し

ま
す
。

　

脂
質
（
油
脂
）
は
三
大
栄
養
素
の
一
つ

で
あ
り
、
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
の

２
倍
以
上
の
１
ｇ
あ
た
り
９
㎉
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
体
内
で
は
、

細
胞
膜
の
構
成
成
分
や
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
と
し
て
の
働

き
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
主
要
供
給
源
は
食
用
油
脂
で
す
。

食
用
油
脂
を
構
成
す
る
脂
肪
酸
の
多
く

は
炭
素
鎖
が
16
以
上
の
長
鎖
脂
肪
酸
で

す
が
、
そ
の
う
ち
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
オ
メ

ガ
６
脂
肪
酸
は
生
体
が
作
り
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
必
須
脂
肪
酸
で
、
食
事
か
ら

摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

健
康
の
た
め
に
は
低
脂
肪
で
あ
ぶ
ら

は
極
力
減
ら
し
た
方
が
良
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

「
質
」
の
良
い
あ
ぶ
ら
を
摂
取
す
る
こ
と

が
健
康
維
持
に
は
重
要
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

２
．
摂
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
に

　

肉
類
や
乳
・
乳
製
品
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
脂
肪
酸
は
、
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
の
上
昇
に
関
与
し
、
脂
質
異

常
症
や
動
脈
硬
化
と
の
関
連
が
非
常
に

高
い
で
す
。

　

ま
た
、
植
物
油
な
ど
に
水
素
を
添
加
し

て
作
ら
れ
た
マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト

ニ
ン
グ
な
ど
の
原
料
と
な
る
ト
ラ
ン
ス

型
脂
肪
酸
は
、
過
剰
摂
取
が
続
く
と
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）
が
減
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
増

え
、
動
脈
硬
化
や
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
な
ど
の
安
全
性
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

欧
米
と
比
べ
摂
取
量
は
低
い
で
す
が
、

脂
質
の
多
い
食
事
や
洋
菓
子
類
、
菓
子
パ

ン
類
を
日
常
的
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

る
人
は
ト
ラ
ン
ス
型
脂
肪
酸
を
多
く
摂

取
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

３
．
必
須
脂
肪
酸

　
必
須
脂
肪
酸
に
は
肉
類
や
バ
タ
ー
、
揚

げ
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
オ
メ

ガ
６
脂
肪
酸
と
、
植
物
油
や
魚
油
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
体
内
で
作
り
出
す
こ

と
の
で
き
な
い
必
須
脂
肪
酸
で
、
生
理
活

性
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
オ
メ
ガ
６
脂
肪

酸
は
血
小
板
凝
集
、
子
宮
収
縮
な
ど
炎
症

促
進
的
に
働
き
ま
す
が
、
オ
メ
ガ
３
脂
肪

酸
は
炎
症
抑
制
的
に
働
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
と
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
心
疾

患
を
発
症
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

特別寄稿特別寄稿

免
疫
力
向
上
の
た
め
の
栄
養
戦
略

宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
専
任
講
師

　大
津

　智
仁

第  回4
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プロフィール

大
おお　つ

津 智
とも　ひと

仁宇都宮文星短期大学専任講師　

管理栄養士・日本スポーツ協会公認スポーツ栄養士・健康運動指導
士。宇都宮文星短期大学専任講師。栃木県医科学センター協力栄養
士。アスリート、保護者、指導者向けに栄養講習会を行う。

す
。
オ
メ
ガ
６
脂
肪
酸
と
オ
メ
ガ
３
脂
肪

酸
の
摂
取
量
の
比
は
４
：
１
が
望
ま
し

い
で
す
。

4
．
質
の
良
い
あ
ぶ
ら
「
オ
メ
ガ
３

　
　

脂
肪
酸
」

　

オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
は
、
亜
麻
仁
油
や
エ

ゴ
マ
油
な
ど
に
含
ま
れ
る
α
‐
リ
ノ
レ

ン
酸
、
マ
グ
ロ
や
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
ブ

リ
、
鮭
な
ど
の
魚
の
油
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）

と
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

が
あ
り
ま
す
。
心
疾
患
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
炎
症
に
対
し
て
の
抑
制
作
用
が
あ

り
、
そ
し
て
こ
の
働
き
が
免
疫
力
向
上
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
は
、
抗
原
提
示
細

胞
、
Ｔ
細
胞
、
Ｂ
細
胞
の
機
能
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
複
製
を
阻
害
す
る
と
い
う
抗
ウ

イ
ル
ス
作
用
を
も
っ
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

５
．
上
手
な
と
り
か
た

　

質
の
良
い
あ
ぶ
ら
だ
か
ら
と
言
っ
て

摂
り
す
ぎ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
質

の
良
い
あ
ぶ
ら
も
ほ
か
の
あ
ぶ
ら
と
同

じ
１
ｇ
あ
た
り
９
㎉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
く
ら
健
康
に
良

い
か
ら
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
大
量
に

使
っ
た
料
理
を
日
常
的
に
食
べ
て
い
る

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
に
よ
り
肥

満
や
免
疫
力
低
下
の
原
因
に
も
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

摂
り
す
ぎ
る
と
健
康
上
問
題
を
招
く

動
物
性
の
あ
ぶ
ら
や
ト
ラ
ン
ス
型
脂
肪

酸
の
摂
取
を
控
え
、
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
を

積
極
的
に
摂
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

調
理
の
際
は
植
物
油
を
使
い
、
１
日
１
食

は
魚
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

こ
う
し
た
食
事
で
摂
取
比
率
に
近
づ
き

ま
す
。
外
食
を
し
た
際
に
は
焼
き
魚
定
食

や
煮
魚
定
食
を
選
ぶ
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
最
近
は
様
々
な
機
能
性
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ

メ
ガ
３
脂
肪
酸
入
り
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

や
亜
麻
仁
油
、
エ
ゴ
マ
油
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

ボ
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
は
加
熱
す

る
と
酸
化
し
や
す
い
の
で
、
サ
ラ
ダ
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ス
ー
プ

に
か
け
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
生
で
摂
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
酸
化
・
劣
化
し
や
す
い
た
め
、

す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と
や
早
め
に
使
い
切

る
こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

６
．魚
を
食
べ
る
と
頭
が
よ
く
な
る
？

　

魚
を
食
べ
る
と
頭
が
よ
く
な
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ

Ａ
が
脳
の
神
経
や
情
報
伝
達
に
深
く
か

か
わ
っ
て
お
り
、
と
く
に
乳
幼
児
期
の
脳

の
発
育
発
達
に
は
重
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

決
し
て
、
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と

で
頭
が
よ
く
な
る
、
秀
才
に
育
つ
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
．
心
の
栄
養
も
忘
れ
ず
に

　

食
べ
る
と
い
う
字
は
人
を
良
く
す
る

と
書
き
ま
す
。
体
や
健
康
に
良
い
も
の
を

積
極
的
に
食
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

好
き
な
お
菓
子
や
嗜
好
品
も
適
度
に
食

べ
る
こ
と
で
心
の
栄
養
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
生
活
に
合
っ
た
方
法
で
楽
し

く
美
味
し
く
続
け
て
く
だ
さ
い
。
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▲感染症対策の話をする岡保健師

▲運動指導する海老原保健師

▲運動指導するふれあいの里サポーター

◆
那
須
烏
山
市
の
概
要

　

那
須
烏
山
市
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日

に
南
那
須
町
と
烏
山
町
が
合
併
し
、
誕
生

し
ま
し
た
。
栃
木
県
の
東
部
に
位
置
し
、

県
都
宇
都
宮
市
か
ら
概
ね
30
～
35
㎞
の
距

離
に
あ
り
ま
す
。
地
勢
は
八
溝
山
系
に
属

し
、
那
珂
川
、
荒
川
、
江
川
な
ど
の
大
小

河
川
が
貫
流
し
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
１
月
１
日
現

在
、
人
口
は
２
５
，
１
３
０
人
、
高
齢
化

率
は
37
・
７
％
と
市
民
の
お
よ
そ
３
人
に

１
人
は
65
歳
以
上
と
県
内
で
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

◆
介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み

那
須
烏
山
市
は
高
齢
化
率
が
高
い
た
め
、

平
成
22
年
か
ら
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
の
公
民
館
等
を
利
用
し
、
市

内
43
か
所
に
お
い
て
月
１
回
の
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
、
軽
体
操
や
脳
ト

レ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
継
続
し
て
い
く
中
で
、
月
１

回
で
は
効
果
が
表
れ
に
く
い
、
内
容
の
マ

ン
ネ
リ
化
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
等
の
課
題
が

出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
検
討
を
重
ね

た
結
果
、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
進
化

さ
せ
た
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

の
特
徴
は
「
地
域
の
高
齢
者
を
地
域
で
支

え
る
」、「
住
民
主
体
の
運
営
」
で
す
。
当

初
は
モ
デ
ル
的
に
向
田
地
区
１
箇
所
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
市
内
各
地
域
へ

広
が
り
、
現
在
は
15
か
所
で
行
わ
れ
て
お

り
、
介
護
予
防
事
業
の
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

　

一
体
的
実
施
事
業

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
が
中

心
と
な
り
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
75
歳
を
境
に
医

療
保
険
者
が
変
更
と
な
り
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
へ
加
入
と
な
る

こ
と
か
ら
、
保
健
事
業
の
実
施
主
体
が
栃

木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
な
る

た
め
、
適
切
に
継
続
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
に
身
近
な

立
場
で
あ
る
市
が
、
地
域
の
特
性
や
心
身

の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
で
効
果
的

な
保
健
事
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
那
須
烏
山
市
で
は
令
和
２
年

度
か
ら
、「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

保健師
活動報告

那
須
烏
山
市

　健
康
福
祉
課

　保
健
師

　仲
山

　直
美

人
生
１
０
０
年
時
代
に
市
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

             ―

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
保
健
事
業
の
一
体
的
実
施
事
業
の
取
り
組
み
を
通
じ
て―

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 20



▲一体的実施の連絡会議

予
防
の
一
体
的
実
施
事
業
（
以
下
、
一
体

的
実
施
事
業
と
い
う
。）」
を
開
始
し
、
今

年
度
で
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
事

業
の
窓
口
は
市
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー

プ
、
企
画
調
整
は
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

グ
ル
ー
プ
、
実
施
は
健
康
福
祉
課
高
齢
い

き
が
い
グ
ル
ー
プ
が
担
う
こ
と
と
し
、
定

期
的
に
会
議
を
行
い
、
情
報
共
有
し
な
が

ら
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、「
低
栄
養
防
止
事

業
」、「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事

業
」、「
そ
の
他
の
生
活
習
慣
病
等
予
防
事

業
」、「
健
康
状
態
不
明
者
等
の
把
握
事
業
」

を
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と

合
は
歯
科
衛
生
士
を
派
遣
し
ま
す
。
各
々

の
専
門
的
な
立
場
か
ら
必
要
な
指
導
を
行

い
ま
す
。

そ
の
後
、
一
定
の
期
間
を
お
い
て
、
再

度
高
齢
者
の
質
問
票
記
入
と
体
力
測
定
を

行
い
、
個
人
の
取
り
組
み
や
ふ
れ
あ
い
の

里
の
取
り
組
み
の
効
果
測
定
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
２
年
度
、
３
年
度
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に

よ
る
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
重

点
措
置
の
適
用
の
影
響
を
受
け
、
参
加
者

の
感
染
防
止
の
た
め
事
業
を
休
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
り
、
実
際
に
指
導
や

効
果
測
定
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
は
関
わ
り
が
減
少
す

る
と
、
機
能
低
下
が
進
行
し
て
し
ま
う
と

考
え
、
代
替
え
の
対
応
と
し
て
、
広
報
誌

し
て
、「
通
い
の
場
等
で
の
フ
レ
イ
ル
状

態
の
把
握
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
通
い
の
場
等
に
お
け
る
取
り
組
み

【
目
的
】
通
い
の
場
（
ふ
れ
あ
い
の
里
）

に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
の
質
問
票
及
び

体
力
測
定
に
よ
り
健
康
状
態
の
把
握
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
健
診
・
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
運
動
・

栄
養
・
口
腔
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
健

康
の
維
持
や
介
護
予
防
に
努
め
ま
す
。

【
対
象
者
】
ふ
れ
あ
い
の
里
に
通
っ
て
い

る
高
齢
者

【
実
施
内
容
】
参
加
者
に
高
齢
者
の
質
問

票
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
看

護
師
や
保
健
師
に
よ
る
体
力
測
定
を
行
い
、

個
人
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
参
加
者
全

体
の
結
果
か
ら
、
各
ふ
れ
あ
い
の
里
の
傾

向
を
把
握
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、

個
別
に
指
導
が
必
要
な
場
合
は
、
個
別
指

導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ふ
れ
あ
い
の
里
参
加
者
の
傾

向
に
応
じ
て
、
必
要
な
専
門
職
を
派
遣
し
、

健
康
教
育
や
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
機
能
低
下
の
方
が
多
い
場
合
は
、
健

康
運
動
指
導
士
や
理
学
療
法
士
を
、
低
栄

養
の
傾
向
が
あ
る
場
合
に
は
、
管
理
栄
養

士
を
、
口
腔
機
能
の
低
下
の
方
が
多
い
場

や
全
戸
配
付
資
料
な
ど
で
「
家
庭
で
出
来

る
運
動
」
等
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

那
須
烏
山
市
で
は
、
10
年
以
上
前
か

ら
通
い
の
場
が
活
発
に
活
動
し
、
保
健

師
も
定
期
的
に
介
入
を
し
て
い
た
た
め
、

参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
を
得
や
す

く
、
一
体
的
実
施
事
業
を
ス
ム
ー
ズ

に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
高
齢
者
に
対
し
て

は
、
健
康
づ
く
り
よ
り
も
介
護
予
防
に

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
一
体
的
実
施
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
の
視
点
も

取
り
入
れ
た
事
業
の
必
要
性
を
改
め
て

実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
多
職

種
連
携
会
議
な
ど
の
場
に
お
い
て
も
事

業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
多
く
の
職
種
の
方
々

に
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
様
々

な
視
点
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
国
民
健
康
保
険
担
当
、
健

康
増
進
担
当
、
介
護
予
防
担
当
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
担
当
な

ど
新
た
な
関
係
部
門
と
も
連
携
し
、
更

に
充
実
し
た
取
り
組
み
行
う
こ
と
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
生
１
０
０
年
時

代
を
健
康
的
に
自
分
ら
し
く
過
ご
し
て

い
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲全戸配付資料
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

国保経験年数
1 年

【私の街自慢】　
自然豊かで歴史を感じられるところが壬生町の魅力だと思います。役場の目の前には、江

戸時代に多くの蘭学者を輩出したことにちなんで命名された蘭学通りがあります。わんぱく
公園や神社仏閣などもあり、老若男女問わず居心地の良いところだと思うので、ぜひ遊びに
来てください。

【趣味・特技】
　好きなアイドルの動画を見ること、写真を撮ること

【健康法・ストレス解消法】
趣味を満喫することです。新型コロナウイルスが落ち着いたら、色々な所に行って写真を

撮りたいです。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
日々勉強の毎日で、まだまだ分からないことがたくさんあります。制度について理解を深

め、お客様に分かりやすい説明が出来るようになりたいと思います。　

【最近気になること】
体を動かす機会がなかなかないので、ヨガが気になっています。リフレッシュできてスト

レス解消にもなりそうなのでぜひ試してみたいです。

壬生町　住民課

金
かな

 沢
ざわ

 宗
のり

 香
か

壬力 ( 魅力 ) が
あふれるまち、壬生町！
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線
動物のおもしろ動画で
元気をもらっています！

国保経験年数
6 年

【私の街自慢】　
　道の駅ばとうには、町の特産品を使用した様々な味のジェラートがあります。最近では、
日本で最も美しい村に加盟している小砂地区の「ホタル米」を使った「小砂アイス」が登場
しました。その他にも期間限定で販売している味もあり、年間で楽しむことができます。皆
さんも是非食べてみてください！

【趣味・特技】
　趣味は音楽鑑賞です。

【健康法・ストレス解消法】
　ストレス解消法は、犬と遊ぶことと動物のおもしろ動画を観ることです。最近では、猫の
脱走を手伝う犬の動画がお気に入りです。　

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　国保を担当して今年で６年目になりますが、未だにわからないことも多く、勉強の日々で
す。那珂川町では国保部門に保健師がいないため、専門知識が必要になり苦慮することもあ
りますが、健康増進担当と連携し業務を行っています。仕事量も多く、大変な部署ではあり
ますが、やりがいがあると感じています。

【最近気になること】
　夏にテレビが観やすいように部屋のレイアウトを変えてみましたが、収納場所が上手くい
かず、散らかりやすくなってしまいました。現在、テレビを優先しつつ片付けのしやすいレ
イアウトを検討中です。

那珂川町　住民課

石
いし

 田
だ

 千
ち

 麻
あ

 紀
き
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応募しよう！

活動履歴

あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！
開運おやま　健康マイレージ

【小山市】

保険者
だより

　小山市では、市民の皆さまが楽しく健康づくり・生きがいづくりに取り組んでいただけるよう「開運おやま　健康
マイレージ」事業を実施しています。16歳以上の小山市に住所を有する方なら、誰でも参加することができます。
　市や地域が実施する対象事業に参加し、開運ポイントを集めることで、市内の健康マイレージサポート店で特典
が受けられる「健康パスポート」等との交換や市内小学校、中学校、義務教育学校ＰＴＡへの寄付ができます。
　多くの方に参加をしていただくことで、市全体の健康への関心の高まりや活性化を目指します。
　取り組み方は、以下の３つのステップです。

1

2

3

△健康マイレージ事業の様子△パンフレット

△小山市の健康づくり
キャラクター Ｐちゃん

パンフレットを
手に入れよう！

小山市健康増進課（小
山市役所本庁３階）
または市内各出張所

で入手できます！

① 健 (検)診の受診
② 対象事業に参加
③ ウォーキング等の運動
    でポイントを集めます！
※期間：令和４年４月１日～
　　　 令和５年２月２８日

道の駅思川商品お取替券
（1,000円分）などの３つ
のコースから選んで応募
できます！

ポイントを
集めよう！※

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 24



ッホと
～ 地方の特色や個性が現れる栃木県内の道の駅を紹介 ～

9：00 ～17：00営業時間
※各施設により営業時間が異なります。道の駅公式ＨＰをご確認ください

※令和４年３月現在の情報となります。新型コロナウイルス感染拡大の影響

により、各営業時間に変更がある場合がありますのでご注意ください

湯の香しおばら ～アグリパル塩原～

30400

関谷バイパス

道の駅 
湯の香しおばら

セブン-イレブン
那須関谷店

●

鶏声磯ヶ谷
美術館

ENEOS アルタイル 
SS (川崎屋商事)

●

那須塩原市
観光振興センター

みちのく亭

関谷もみじの郷

コメリハード＆
グリーン
塩原関谷店

●

●

●

●

●

しおばら
いちごランド

花家族

アグリパル塩原
農産物直売組合

●

●

●

田んぼアート
見晴台

●

切干大根まんじゅう 1個 150円（税込）

今回は、那須塩原市にある道の駅「湯
の香しおばら～アグリパル塩原～」をご
紹介いたします。

那須塩原市の入り口に位置し、観光地
として訪れる人が多い那須塩原市の休憩
スポットとしても人気の道の駅です。

施設内では農産物の直売所やフード
コートの他、カフェが併設されており、
米粉を使ったスイーツやパンなどの軽食
が販売されています。生乳の粗生産額が
本州１位である那須塩原市のジャージー
牛乳を使用した季節のジェラートやス
ムージーが販売されており、筆者が訪れた際にはこれからの季節が旬のいちごフェアが開催さ
れていました。

また、ここでしか購入することが出来ないアグリ
パル塩原名物の「切干大根まんじゅう（９

月中旬～５月上旬まで販売）」は、ふわ
ふわとした生地の中に那須高原大根を

使用した歯ごたえのある切干大根が
餡として中にたっぷりと詰まってお
り、甘いものが苦手な人の軽食とし
てもおすすめです。

地元の魅力が詰まった道の駅は栃
木県内の各地にあります。感染対策
を十分にとり、お近くの道の駅に
ホッとひと息つきに訪れてみてはい
かがでしょうか？
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編
集
後
記

さ
て
、
今
年
度
最
後
の
発
刊
と
な

り
ま
し
た
。
最
近
は
日
中
暖
か
く
感

じ
る
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
春

と
言
え
ば
読
者
の
皆
さ
ま
は
何
を
思

い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？

出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
も
あ
る

春
で
す
が
、
わ
た
し
も
今
号
で
担
当

を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
、
年
間
４
号
の
発
刊
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
新
た
な
担
当
者
が
機

関
紙
「
栃
木
の
国
保
」
を
作
成
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協

力
、
ご
愛
顧
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
T
）

令和３年度 特定健診受診啓発ポスターを作成し、県内市町へ配布いたしました。
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